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即 ち , f両 が単調増加で下方に凸ならば融点降下は起 らない｡

(i(V)=-1/由 r))

Csでは , 6s- 5dへの electronic､transi.tion,で走る !従 っ

て ア)i/カリメタルで も ,重い分になっ.て ぐる.とia･to叩ic ･or.bi.t-alの

効果が入って くるので , N.F｡E.が使えな くなるか も知れないO

｢トリエステ会議｣報告を兼ねた コメン ト

京大理 松 原 武 生

今年の春Trieste で行かれた t㍉非同期性系の量子力学 "の国際会議では,

余 り液体についての話題は少 なか ったけ れ ど ,非 同期属 の教 学的 扱十 や

disorder latticeの今後yこついて ,いろいろ議論がなされ声.'現状では

大体次の 2つの点が確認されている様である0

日) Celトtypeの disorder の研究はすでに整理す る段階に来たO

(Ⅱ) Glass-typeの disorderについては ,まだ扱 う方法が分 らない｡

印象的であったのは ,tIわ アプローチが大たいC詮A(coherent-potential-

approximation)に集約されてきた事である｡ これは一体の散乱は ,きち

ん と扱い ,それ以上は ,その selfconsistentな potential の 中を走

る粒子 とい う痛像で扱 うものである｡金属結晶に於て成功 しているマフィソ

ティソ ･ポテソ レ ヤルを応用するvTLして も ,液体では ,原子の分布 自体が間

組vlな って くる. 液体については ,RandomnesS が本賀的なものであれば,

もっと ,Random system の方法を持込むことができるだろ うと思 う｡

Q: (金森)

CPAを本当に解 くとい う事が実際になされていたかo

A :ない ようだ｡

A:(渡部)

液体金属にCPAを用いる方法がなされ埠めている｡

-100-


